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時間を忘れ、白銀の世界へようこそ�

　２月13日、第９回別海町歩くスキーフェスティバルが、農村広�
場を会場に開催されました。当日の気温はやや低めでしたが天候�
に恵まれ、集まった約80人の参加者は午前10時に一斉にスタート。�
時間を気にせず白銀の世界を旅しました。�
　歩くスキーは子供からお年寄りまで誰もができ、自分のペース�
で行うことができるスポーツです。よかったら皆さんもぜひ。�

3
平成12年�
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      来月スタート�

介護保険�
特集�

　介護保険制度は高齢化が進み介護の必要な高齢者が急増する中、安心して老後を過ごせるよう、社会全体で支え�
る制度で、いよいよ来月から始まります。「介護保険制度って？」という人のために概要を紹介していきます。�

保険の運営主体�

加入する人（被保険者）�
�

介護サービスを受けられる人�

�

�

�

�

保険料の納め方�

 介護サービスを利用する人の負担�
　介護サービスを利用する人は、その費用の１割を自己負担します。サービス提供機関に対してサー�
ビス費用の１割を支払うことになります。また、施設でのサービスを利用する場合の食事代については一部�
別負担となります。�
�
�
 別海町の支援策�
　別海町では、訪問介護、訪問看護、通所介護及び通所リハビリテーションの居宅サービスを利用する低所�
得者（所得税非課税世帯）については、１割の自己負担を軽減することを検討しています。�
　また、介護認定審査会で「非該当」と判定された方のうち、自立支援や指導が必要な方への対策も検討し�
ております。�
��
 高額介護サービス費�
　要介護者が在宅サービスと施設サービスに対して支払った自己負担額（１割負担の額）が、一定の上限額�
を超えたときは、高額介護サービス費として超えた分が介護保険から払い戻されます。ただし、この自己負�
担額には施設における食事の標準負担額、保険給付外サービスの利用者負担、福祉用具購入費・住宅改修費�
の一割負担分は含まれません。�

 介護保険の運営主体と加入者�

別海町�

65歳以上の人（第１号被保険者）�
40～64歳の医療保険加入者（第２号被保険者）�

65歳以上の人（第１号被保険者）�
　原因のいかんを問わず日常生活において常に介護または支援が必要な状�
態と認定された人�

40～64歳の医療保険加入者（第２号被保険者）�
　老化による病気（15種類の特定疾病）により、介護または支援が必要な�
状態と認定された人�

65歳以上の人（第１号被保険者）�
　所得等に応じて５段階に設定。�
　町の基準額は月額3,145円と試算されています。�
　老齢・退職年金が月額１万５千円以上の人は年金から天引きされます。�

40～64歳の医療保険加入者（第２号被保険者）�
　それぞれの医療保険者で算出し、医療保険料と一括して徴収されます。�

※国民健康保険の被保険者は、国民健康保険税とあわせて徴収されます。�



 介護保険で受けられるサービス�

【居宅サービス】�
¡訪問介護（ホームヘルプサービス）…ホームヘルパーが家庭を訪問して、介護や�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　家事などの身のまわりの援助をします�

¡訪問看護…看護婦（士）や保健婦（士）などが家庭を訪問し、看護の支援をします�

¡通所介護（デイサービス・日帰り介護）…デイサービスセンターなどにおいて、入浴、食事の提供、機能訓練な�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  どのサービスを日帰りで受けられます�

¡通所リハビリテーション（デイケア）…老人保健施設や医療機関などで、入浴、食事の提供、機能訓練などの�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  サービスを日帰りで受けられます�

¡短期入所生活介護（ショートステイ）…特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）などの福祉施設に短期入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所し、日常生活の介護が受けられます�

¡短期入所療養介護（ショートステイ）…老人保健施設（介護老人保健施設）や介護療養型医療施設などに短
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期入所し、医学的な管理のもとで看護や機能訓練、日常生活の介護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などが受けられます�

¡福祉用具の貸与…車椅子やベッドなどの福祉用具の貸出をします�

¡福祉用具の購入…排泄や入浴に使われる用具の購入費を支給します�

¡住宅改修費の支給…家庭での手すりの取り付けや段差の解消などの、小規模な改修の費用を支給します�

�

【施設サービス】�
¡介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）…日常生活で常に介護が必要で、在宅での適切な介護が困難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な場合に入所し、必要な介護サービスを受けます�

¡介護老人保健施設（老人保健施設）…病状が安定し、家庭に戻れるように、リハビリを中心とする医療ケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アと介護を受けることができます�

¡介護療養型医療施設…長期間にわたる療養や介護が必要な場合に入所します�
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      来月スタート�

介護保険�
特集�

 国の保険料に関する特別措置について�
●第１号被保険者（65歳以上）の保険料については、段階的に負担出来るよう、半年間は納めなくてよく、�
　その後１年間は半額を納めます。また、第２号被保険者（40～64歳）については医療保険者に財政支援を�
　します。�

平成12年4月から9月までの6ヵ月間�

平成12年10月から13年9月までの1年間�

制度実施後1年半が経過した13年10月から�

65歳以上の第１号被保険者は保険料を納めなく�
てもよいことになります。�

本来の保険料の半額を納めます。�

本来の保険料の額を納めます。�

※保険料の額は、町が条例によって定めます。�

　別海町では、国の対策をそのまま実施します。�

（第1号被保険者の場合）�
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      来月スタート�

介護保険�
特集�

●介護サービスの利用手続き�

介護サービスを利用できる人は？�

別海町の窓口／福祉部保健課介護支援係、福祉部町民福祉課国民健康保険係�
　　　　　　　西春別支所、尾岱沼出張所、上春別出張所、上風連出張所�

申 請 �

町

の

窓

口
�

訪問調査� 要介護認定�

主治医意見書�

町の職員等が、利�

用者の心身の状態�

などを調査�

介護サービス�

を受けられる�

かどうかを審�

査、判定�

30日以内に結果を通知�

※申請は、居住介護支援事業�
　者や介護保険施設に代行し�
　てもらうこともできます。�

該　当�

非該当�

介護サービスの必要�

性に応じ６段階に分�

かれます。�

�

  区分　①要支援�

　　  　②要介護１�

　　  　③要介護２�

　　　  ④要介護３�

　　　  ⑤要介護４�

　　　  ⑥要介護５�

介護サービスは受け�

られません�

加
入
者
が
行
う
こ
と�

町に介護保険証�

を添えて申し込�

みます。�

なお、別海町の�

窓口は以下のと�

おりです。�

　町の職員等から訪問調�

査を受けます。�

　また、主治医意見書を�

作成するために受診して�

いただく場合もあります。�

　介護保険の認定の結果、�

介護サービスが必要と認�

められた人は、介護サー�

ビス計画（ケアプラン）�

作成に入ります。�

町からの認定結果を�

待ちます。�

介護サービスは介護認定で要介護もしくは要支援と認定された人が利用できます。�

◎要介護と認定された方は�
　　程度に応じて要介護度１～５に区分され、居宅サービス又は施設サービスを利用することができます。�
�
◎要支援と認定された方は�
　　居宅サービスのみ受けられます。�
　　介護サービスを利用しようとする方は、必ず要介護認定の申請をして下さい。�



�������Ｑ
　
認
定
結
果
が
通
知
さ
れ
た
の
で

す
が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
る
に
は
ど
こ

に
頼
め
ば
い
い
の
で
す
か
？
�

�Ａ
　
別
海
町
で
は
現
在
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
の
指
定
を
受
け
て
い
る
の
は

別
海
町
中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
作
成
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

施
設
入
所
者
は
施
設
で
作
成
し
ま
す
。
�

　
な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
か

か
る
費
用
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
�
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      来月スタート�

介護保険�
特集�

●ケアプラン作成から�
　介護サービス開始までの流れ�

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
該
当�

利
用
者
が
行
う
こ
と�

ケアプラン�

作成事業者�

を選びます。�

ケアプラン作成事業者と、�

どのような介護サービスが�

必要か相談します。�

ケアマネージャーと相談しな�

がら、ケアプランを作成して�

もらえます。�

（在宅サービスを受ける場合）�

介護サービス�

を受けます。�

※ケアマネージャー（介護支�

　援専門員）とは、利用者と�

　相談して介護サービスの利�

　用計画を考え、全体的な調�

　整を行う専門家です。�

※ケアプランは、自分で作�

　成することもできます。�

居宅介護支援�
事業者�

（ケアプラン作成事業者）�

介護サービス計画�
を作ります�

ケアマネージャーと相談�

しながら、自分に必要な�

サービスをとり入れたケ�

アプランを作成してもら�

えます。�

※利用者負担はありません。�

施設への入所を希望する場合は、�

施設を紹介します。�

※サービスを受けら�

　れる期間は、原則�

　として６ヵ月です�

　が、その後も更新�

　手続きができます。�

介護サービス�
開　始�

在　宅�
サービス�

施　設�
サービス�

あ
な
た
の
疑
問
に
�

　
　
　
お
答
え
す
る
�

Ｑ
＆
Ａ
�

　（連絡先）�
〒086-0203�
別海町別海西本町103番地�
　老人保健施設すこやか内�

　別海町在宅介護支援事業所�
        TEL 01537-5-0883  FAX 01537-5-3007
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� 別
海
町
行
政
改
革
大
綱
�

基
本
方
針
（
平
成
八
年
十
月

広
報
掲
載
済
）
�

　
当
町
は
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
に
対
�

応
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
も
、
行
政
改
革
�

の
推
進
に
鋭
意
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
�

あ
る
が
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
た
�

今
日
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

情
報
化
、
国
際
化
の
進
展
及
び
生
活
の
�

質
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
�

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
�

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
た
め
、
行
�

政
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
�

く
な
っ
て
い
る
。
�

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
的
確
に
応
え
な
�

が
ら
、
引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
進
し
�

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現
に
努
め
�

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
�

　
国
も
地
方
公
共
団
体
も
挙
げ
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
も
平
成
八
年
九
月
に
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　�　
平
成
十
一
年
七
月
八
日
に
は
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
（
地
方
分
権
一
括
法
）
が
可
決
成
立
し
、
平
成
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
、
い
よ
い
よ
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
地
方
分
権
の
推
進
は
、
明
治
以
来
の
中
央
集
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
、
住

民
に
身
近
な
行
政
は
、
身
近
な
地
方
公
共
団
体
が
担
っ
て
行
く
こ
と
を
基
本
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
が
原
則
と
な
り
ま
す
。�

�

　
従
来
か
ら
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
尚
一
層
改

革
を
念
頭
に
置
い
た
行
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
月
号
で
は
、
現
在
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
（
実
施
計
画
）
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

別海町�

行政改革�
～地方分権に対応して～�

別海町�

行政改革�

◆各部共通事項◆�
補助金、交付金等の見直し総点検�
各種委員会、審議会委員の定数見直し及び統廃合�
使用料、手数料、負担金の見直し�
週休日の振替制度及び休日の代休制度の積極的な活用促進�
ノー残業デーの徹底（週１日のノー残業デーの実施）�
各種委託業務の見直し�
町における各種団体事務局について検討�
定期購読物、図書購入の見直し�
事務機器の節電と消灯�
(電灯コンピューターの使用しない時のスイッチＯＦＦの励行）�
コピー用品の両面活用（会議、内部協議資料）�
ＯＡ化の推進�
滞納者に対する徴収方法の検討�
押印の簡素化　　町長印、各行政委員会�
　　　　　　　　申請書等�
防災行政電話の活用�
公用車の無用なアイドリング、特に駐車時のアイドリングの禁止�
情報公開に対応する体制確立（条例、文書管理）�
各種文書のＡ判化及び横書きへの移行�
�

◆実施計画書�

検 討 ・ 推 進 事 項 �
実 施 年 度 �
済�11 12 13 以降�

�
�
�
�
�
�
�
○�

○�

�
�
�

○�

○�
○�

○�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
○�

○�
○�
○�
�
○�
○�

�
�
○�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
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◆個別事項◆�
電話交換業務のパート化（平成９年度から３人体制のパート化）�
郵便料金の節減　¡通知文書、案内文書のハガキ活用�
　　　　　　　　¡現金書留から振込払いの励行�
広告料の見直し�
祝賀会のあり方について検討　¡酒の提供を止め昼食会的なものへ�
　　　　　　　　　　　　　　¡招待者の検討�
嘱託員制度の見直し（町内会組織へ移行検討）�
職員研修制度の見直し（管理職研修、係長研修等の実施）�
給与の口座振替の完全移行�
固定資産税における課税物件把握方法の検討�
定員管理の適正化�
独身寮の廃止（女子寮）�
町営バス、スクールバス運行管理の民間委託検討�
ホームヘルプ事業の福祉法人等への委託検討�
国民年金保険料収納に係る報償費の見直し点検�
広域行政について検討　¡廃棄物処理について�
　　　　　　　　　　　¡介護保険について�
野犬掃とうの方法について検討�
交通安全指導員の適正配置について検討�
河川環境監視員制度について検討�
幼稚園、保育園の一元化について検討�
牛乳消費拡大対策事業について検討�
産業祭開催方法について検討�
公共牧場の整理統合の検討�
家畜防疫検査料金徴収事務について検討�
酪農実習生受入協議会及び事務局移行の検討�
漁港管理費用の検討（電気料、清掃料利用者負担）�
工事設計積算システムのＯＡ化推進�
土地改良事業等ＯＡ化を検討�
道路台帳ＯＡ化の検討�
河川台帳のＯＡ化の推進�
事務分掌の見直しと組織の改革�
学校給食費の納入方法の検討�
幼稚園入園年齢の見直し検討�
給食業務の民間委託�
患者サービスの向上�
医療事務の民間委託の検討�
将来に向けた院外処方の検討�
ＯＡ化による業務の効率化、適性在庫の確保�

検 討 ・ 推 進 事 項 �
実 施 年 度 �
済�11 12 13 以降�
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まちのできごと�まちのできごと�

3

白
鳥
ま
つ
り

二
月
十
三
日
、「
第
三
十
二
回
元
祖
白
鳥
ま
つ
り
」
が
尾
岱
沼
白
鳥

台
特
設
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
最
高
気
温
が
上
が
ら
ず
寒
い
日
で
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま

れ
町
内
外
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

早
朝
に
は
四
角
い
太
陽
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
四
十
人
以
上
が
参
加
。

残
念
な
が
ら
四
角
い
太
陽
を
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
場
で
は
、
北
海
シ
マ
エ
ビ
や
ほ
た
て
な
ど
が
当
た
る
大
漁
引
き

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
や
馬
ソ
リ
な
ど
、
歓
声

を
あ
げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
無
料
配
布
、
あ
さ
り
汁
、
ホ
タ
テ
等
、

尾
岱
沼
の
海
の
幸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

早く買わなくては。尾岱沼産のこまい ホタテの丸焼き、おいしそう

ジャンボすべり台

カッコ良く乗れてるねホタテや北海シマエビが当たる大漁引き
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別
海
町
書
き
初
め
展

平
成
十
一
年
度
（
第
三
十
一
回
）

別
海
町
書
き
初
め
展
が
町
文
化
連

盟
・
各
地
区
文
化
協
会
主
催
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
き
初
め
展
は
、
書
を
通

じ
て
人
格
の
養
成
と
礼
節
を
重
ん

じ
、
日
本
人
の
心
を
育
て
る
目
的

で
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
小
学
生
百
三
十
一
点
、

中
学
生
六
十
四
点
、
大
人
二
十
九

点
の
作
品
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

〔
特
別
賞
の
み
掲
載
〕

町
長
賞
／
佐
々
木
舞
子
さ
ん
（
中

春
別
小
二
年
）、教
育
長
賞
／
竹
田

真
季
子
さ
ん（
上
西
春
別
中
三
年
）、

中
央
公
民
館
館
長
賞
／
笹
村
美
沙

都
さ
ん（
中
央
小
五
年
）、
町
文
化

連
盟
会
長
賞
／
溝
口
志
保
さ
ん（
中

春
別
小
一
年
）、
津
田
俊
春
君
（
野

付
中
一
年
）

町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
瀬
下
健
二
郎
さ
ん
（
上

風
連
２
５
１
）
が
受
賞
し
、
お
祝

い
に
訪
れ
た
奥
田
助
役
か
ら
長
寿

賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

瀬
下
さ
ん
は
明
治
四
十
三
年
二

月
一
日
生
。
息
子
さ
ん
夫
婦
と
同

居
し
て
お
り
、
と
て
も
元
気
で
す
。

長
野
県
で
二
月
六
日
に
開
か
れ

た
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
に

出
場
し
、
二
月
十
四
日
、
選
手
の

四
人
が
結
果
の
報
告
と
お
礼
に
佐

野
町
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
同
大
会

に
は
、
別
海
町
か
ら
新
浜
大
淳
君

（
野
付
中
二
）、
相
沢
幸
輝
君
（
野

付
中
二
）、
内
藤
君
君（
野
付
中
三
）、

石
山
裕
太
君（
西
春
別
中
三
）、
菅

原
脩
司
君（
別
海
中
央
中
三
）、
宮

越
勇
人
君（
別
海
中
央
中
三
）、
丹

羽
亜
希
子
さ
ん（
別
海
中
央
中
三
）、

川
崎
み
な
み
さ
ん
（
別
海
中
央
中

一
）、
宮
越
奈
帆
さ
ん（
別
海
中
央

中
一
）、
長
谷
川
麻
美（
上
西
春
別

中
三
）
の
十
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
「
大
歓
声
の
中
で

走
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ

し
い
。
来
年
も
全
国
へ
行
け
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
述
べ
、「
良

い
経
験
に
な
っ
た
は
ず
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

町
長
と
握
手
を
交
し
ま
し
た
。

菅
原
脩
司
君
が
千
五
百
ｍ
で
四

位
、
宮
越
勇
人
君
が
五
千
ｍ
と
三

千
ｍ
で
そ
れ
ぞ
れ
六
位
入
賞
と
好

成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

楠瀬志保さんが活躍したエムウェーブで
「別海町」を響かせた選手たち
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第
三
十
回

別
海
町
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

一
月
二
十
三
日

町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

（
各
種
一
位
の
み
掲
載
）

〔
男
子
〕◆
百
メ
ー
ト
ル
▽
小
一
・

二
　
方
波
見
将
士
◆
五
百
メ
ー
ト

ル
▽
小
一
　
板
倉
孝
祥
▽
小
二

山
口
一
斗
▽
小
三
　
大
内
巧
麻
▽

小
四
　
塩
谷
大
▽
小
五
　
滝
吉
翔

▽
小
六
　
沼
崎
高
行
▽
中
一
　
上

田
志
樹
＝
大
会
新
／
４
２
秒
８
３

▽
中
二
　
新
浜
大
淳
▽
中
三
　
宮

越
勇
人
◆
千
メ
ー
ト
ル
▽
小
三

大
内
巧
麻
▽
小
四
　
河
田
亮
▽
小

五
　
高
橋
亨
▽
小
六
　
新
浜
浩
太

◆
千
五
百
メ
ー
ト
ル
▽
中
一
　
大

久
保
奉
弘
▽
中
二
　
相
澤
幸
輝
▽

中
三
　
菅
原
脩
司
◆
五
千
メ
ー
ト

ル
▽
中
一
　
上
田
志
樹
▽
中
二

相
澤
幸
輝
＝
大
会
新
／
７
分
３
６

秒
４
３
▽
中
三
　
宮
越
勇
人
＝
大

会
新
／
７
分
３
１
秒
０
２

〔
女
子
〕◆
百
メ
ー
ト
ル
▽
小
一
・

二
　
柿
本
琴
美
◆
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
小
一
　
佐
藤
未
奈
美
▽
小
二

石
川
陽
向
子
＝
大
会
新
／
１
分
０

秒
９
▽
小
三
　
落
合
優
希
▽
小
四

郷
茉
璃
那
＝
大
会
新
／
５
２
秒
５

▽
小
五
　
松
浦
直
美
▽
小
六
　
郷

亜
里
砂
＝
大
会
新
／
４
８
秒
８
２

▽
中
一
　
宮
越
奈
帆
＝
大
会
新
／

４
８
秒
４
１
▽
中
二
　
森
本
祥
恵

▽
中
三
　
長
谷
川
麻
美
◆
千
メ
ー

ト
ル
▽
小
三
　
落
合
優
希
▽
小
四

郷
茉
瑠
那
＝
大
会
新
／
１
分
５
０

秒
５
▽
小
五
　
松
浦
直
美
▽
小
六

郷
亜
里
砂
＝
大
会
新
／
１
分
４
６

秒
３
▽
中
一
　
川
崎
み
な
み
＝
大

会
新
／
１
分
４
０
秒
８
６
▽
中
二

森
本
祥
恵
▽
中
三
　
長
谷
川
麻
美

◆
三
千
メ
ー
ト
ル
▽
中
一
　
宮
越

奈
帆
＝
大
会
新
／
４
分
５
８
秒
７

１
▽
中
二
　
森
本
祥
恵
▽
中
三

長
谷
川
麻
美
＝
大
会
新
／
４
分
５

８
秒
８
１

二
月
二
十
日
、
第
二
十
四
回
別

海
町
少
年
少
女
下
の
句
か
る
た
大

会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
「
か
る
た
」
を
通
し
て
、

ル
ー
ル
と
礼
儀
を
学
び
、
明
日
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
町
内
の
小
・
中
学
生

九
十
五
チ
ー
ム
（
小
学
生
八
十
六

チ
ー
ム
二
百
五
十
八
人
、
中
学
生

九
チ
ー
ム
二
十
七
人
）
が
参
加
。

多
く
の
父
母
が
応
援
に
訪
れ
見
守

る
な
か
、
選
手
は
鋭
い
目
つ
き
と

素
早
い
手
つ
き
で
、
か
る
た
を
追

っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
小
学
生
の
部
〈
低
学
年
の
部
〉

も
え
る
ド
ラ
ゴ
ン
（
別
海
中
央
＝

草
野
萌
、
門
田
聖
也
、
藤
田
崇
臣
）

〈
中
学
年
の
部
〉伝
説
の
ド
ラ
ゴ
ン

（
中
春
別
＝
友
貞
公
宏
、小
原
由
起
、

佐
藤
亜
由
美
）〈
高
学
年
の
部
〉
白

銀
の
龍
（
別
海
中
央
＝
佐
藤
優
斗
、

平
沢
晋
太
郎
、
外
川
賢
将
）

○
中
学
生
の
部
　
白
銀
の
銀
星

（
別
海
中
央
＝
磯
田
佑
平
、小
田
陽

介
、
今
井
勇
輔
）

日本の伝統文化を学ぶ
下の句かるた大会
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西春別駅前� 上春別�

西春別�

中西別� 別海�

本別海�

尾岱沼�

中春別�

上風連�

奥行�

１５� １６�

１４�

１３�

別海町の文化財マップ�

文化財は、わが町の長い歴史の中で生まれ、育まれ、そして今日まで守り伝えられてきた町民の貴重な財産です。�文化財は、わが町の長い歴史の中で生まれ、育まれ、そして今日まで守り伝えられてきた町民の貴重な財産です。�文化財は、わが町の長い歴史の中で生まれ、育まれ、そして今日まで守り伝えられてきた町民の貴重な財産です。�

奥行臼駅逓は、第１期北海道拓殖計画に沿い、明治43年10月９日に馬３頭を配
備し、この地区の世話役であった山崎藤次郎氏を取扱人として開設されたもので、
昭和５年６月で廃止になるまで別海・西別・別当賀方面への分岐点にある駅逓
として旅人に利用され、鉄道など未発達なころ、開拓に欠かせない北海道独特
の制度として旅人に宿や人馬を提供したり、郵便業務をも担った施設で根室管
内では、44カ所、このうち本町においても９カ所設けられたが、現存している唯一
の建物であり昭和57年11月18日に別海町指定文化財に指定されたのち、平成
６年６月３日に北海道指定有形文化財に指定されました。�

a 北海道指定有形文化財　奥行臼駅逓�

s 別海町指定文化財�
d 埋 蔵 文 化 財�

1 6 8

1～83（▲チャシ跡、●集落・墳墓跡）�
１６�～�（　　及び　　は指定解除）�

埋蔵文化財�地下に埋蔵されている文化財�

遺　跡　史　跡�
名勝地　名　勝�
動物・植物・地質鉱物→天然記念物�

美 術 工 芸 品�

建　　造　　物�

有形民俗文化財�

無形民俗文化財�

記念物�

有形文化財�

文化財�

伝統的�
建造物群�

無形文化財�

民俗文化財�

文化財の�
保存技術�

　文化財保護法では、文化財を右図のように「有形文化財」、
「無形文化財」、「民俗文化財」、「記念物」及び「伝統的建造
物群」の５つに分類しています。�
　また、これらの文化財の保存に欠くことのできない伝
統的な技術や技能、土地などに埋蔵された埋蔵文化財も
保護の対象としています。�
　本町では、平成12年２月１日現在、有形文化財（道指定１・
町指定３）、記念物（町指定11）、埋蔵文化財（83）の文化財
があります。�
　教育委員会には、町にとって重要なものについて調査
を行い、町文化財保護条例に基づいて文化財に指定し、
保存された文化財の価値を次世代へ確実に伝え、さらに
現代社会に活かすために、整備・活用を行っております。�
　　　　　　　問い合わせ／社会教育係（内線４１５）�

１３�

9

旧別海村営軌道風連線�
　　　　　　　奥行臼停留所�
�

本別海一本松�

蝋山の松�

試作場の桜�

奥行臼駅�
風蓮の楢林�山藤の松�オクユキウスの大楢�

広野開拓六気の柏�

役場支所の柏�

上西春別小学校の柏�
�

開墾記念のスモモ�

5

7

１５�

１４�

１２�

１１�

１０�

4

3

野付の千島桜�1

ヤチカンバ群落地�

2

西別開基の松�

１６�

有形文化財　加賀家文書�



チ� ビ� ッ� コ�

※2月8日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

12

３月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

石渡　聖唯くん�
（一人）�

藤原　愛莉ちゃん�
（正明）�

あい  り�しょう い�

松川　実梨ちゃん�
（浩三）�

岡野衣久美ちゃん�
（信幸）�

い　く　み�みの  り�

福原　和花ちゃん�
（義人）�

福原　充生くん�
（義人）�

みつ  き�わ　か�

佐藤　　佑くん�
（朗）�

村上　海月ちゃん�
（一治）�

み  づき�たすく�

中村矢珠子ちゃん�
（公一）�

鬼澤　瑠璃ちゃん�
（玄造）�

る　り�や　す　こ�

酒井　啓弥くん�
（孝樹）�

菊地　聖花ちゃん�
（俊一）�

せい  か�けい  や�

3

　　　　　小児神経外来�
３月17日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�
３月13日b～３月14日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　石川　忠孝医師�

３月27日b～３月28日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�
３月２日e～３月３日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

３月16日e～３月17日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�
�

　　　　　外　　　　　科�
　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　　　整 形 外 科�
　整形外科は、毎日午前の診療は休診（木曜�

日は一日休診）となっていますのでご了承く�

ださい。�

　なお、午前は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。｠�

�

　　　 携帯電話の使用について�
　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　　　 　喫煙についてお願い�
　病院内での喫煙は、入院患者さんのご迷惑�

になりますので２階面談室及び３階食堂・娯�

楽室は禁煙といたしました。�

　※喫煙される方は、１階の喫煙室をご利用�

　　ください。�
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町民保健センター�

母子健康センター�
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総 合 健 診 �
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総 合 健 診 �

総 合 健 診 �
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フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室 �

フ ッ 素 塗 布 �

３ 才 児 健 診 �
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農業者年金制度改正に関する情勢について
別海町農業委員会

昨年来、農業者年金制度が非常に厳しい内容で改正が行われると、新聞報道で伝えられています。そこで、

現在の状況や、政府案の概要などについてお知らせします。

１、今回の改正は「抜本改革」不可避
新聞などで、「受給者の年金額は３割カット」「46歳以下の加入者は掛け損」等と報道されていますが、

どうしてそんな方向が打ち出されたのか、まずその背景を説明します。

①制度が農村の実態に合わなくなってきた
農業者年金制度は、経営の若返りと規模拡大、つまり65歳までに農業からの引退を促進することを目的

にしています。ところが、制度ができた30年前と現在とでは農業構造が大きく変化し、後継者のいない農
家が増え、経営移譲したくてもできない農家が増えてきています。また、過疎化が進んだ地域などでは、
むしろ65歳を超えても、元気なうちは農業を続け、農地を守り、地域の環境を守っていただくなど、高齢
者にも役割を担っていただくことが望ましい地域も少なくありません。折しも昨年、新たな基本法が制定
されたことでもあり、この機会に農業者年金制度の目的も定めることが必要になっています。

②賦課方式を続けることは困難に
農業者年金に限らず、わが国の公的年金制度はすべて「賦課方式」（後代負担方式）をとっています。

つまり、現行制度では加入者が納める保険料が受給者の年金を支えるのが基本です。現在農業者年金は、
加入者一人が2.5人以上の受給者を支えている関係になっており、このまま賦課方式を続ければ、５年後に
は保険料（現在月額20,440円）を２倍以上に引き上げなければ、制度が成り立たないという状況です。この
ため、長期的に見て、賦課方式を続けることは限界と考えられ、今後の制度は自分が納めた保険料を将来
自分が受給するために積み立てる「積み立て方式」に移行する方向で検討されています。

③厳しい財政状況
ところで、積み立て方式に移行するとなると、大きな

問題が生じます。これまでの方式では、加入者の保険料
が全額受給者の給付財源に回っていたわけですが、積み
立て方式に移行すると、保険料は全額、加入者自身の将
来の給付財源になるわけですから、現在の受給者への財
源が不足することになります。
現在の年金財源は、年金支給額約1,700億円に対して、

その給付財源となっているのは、国庫補助800億、保険料
500億の計約1,300億円です。つまり単年度収支で約400億
円の赤字となっています。国庫補助の800億円は、経営移
譲年金の全額を国庫が支給しています。従って「積み立
て方式」に移行するとなると、約900億の不足財源が生ず
ることとなります。この900億円を国と受給者・加入者が
折半する、つまり、国庫補助をさらに４百数十億上積み
する一方、なお不足する４百数十億については、受給者・
加入者に負担いただくというのが、政府案の内容なので
す。その負担分が年金額の３割カットとなるわけです。
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以上の背景から、昨年12月に政府は「制度改革大
綱案」を公表したわけですが、各政党などから猛反
発があり、改正方向の決定を先送りし、現在に至っ
ているわけです。
以下に、政府案の概要を掲載します。

２、制度改革大綱（政府案）の概要

（１）基本的な考え方
農業者年金制度は、受給者・加入者の一定の負担

を得て、政策年金として今後も継続する。新たな制
度は、基本法の理念に即し、農業者の老後生活の安
定のほか、担い手の育成と経営の継承を通じて農業
の持続的発展に資する制度とする。

（２）新たな農業者年金制度の方向
①財政方式　　積立方式に変更

（物価スライド等は借置できない）
②政策支援
青色申告を行っている一定所得以下の認定農業

者もしくはその家族に、最長10年間、基本保険料
（月額２万円を想定）の２／10を補助。
③年金支給要件
◯自己の納付保険料については、運用益を加えて65歳から終身給付。
◯政策支援部分については、経営継承（70歳まで）した場合に年金として支給。
◯農林水産省の試算では、２万円の保険料を25年（合計600万円）納付し、運用益を３％とした場合、
給付財源は1,026万円となり、年額61～64万円の年金になるとしている。

（３）現行制度の受給者・加入者の取扱い
①受給者の年金額の引き下げ
受給年金額を平均３割引き下げ（平成２年度までの経営移譲者は35％、３年度以降の経営移譲者は
25％、老齢年金のみの受給者は５％）
これでも、国庫補助額は、これまでの約800億円にさらに425億円上積みする計算になる。

②加入者・待機者の取扱い
◯55歳以上の者には、経過措置（経営移譲年金又は老齢年金の給付）が適用されるが、生まれ年度が
後年になるに従って、年金額の計算基礎となる年金単価を切り下げ。

◯55歳未満の者については、すでに給付した保険料を、農業者老齢年金単価で計算し、年金として支
給。（この結果、これまでの加入期間が12年以下の者では、平均余命まで年金を受給しても、納めた
保険料を回収できない「掛け損」が生ずる計算となる）

以上が政府案の概要であります。
今後、農業委員会組織及びＪＡ組織からの意見集約を行い、これを踏まえて政府・与党は再度協議を行

うこととなりました。また、新制度の適用を受けるのは、平成13年４月からとなりますので、再協議の結
果については、決定次第お知らせいたします。
なお、平成13年３月31日までは現行の制度での運用ですので、お間違えのないようお願い致します。
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上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166
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23�

６�

20

曜日�

水�

水�

水�

水�

水�

水�

月�

10�

�

11�

�

�

12

日�

４�

18�

１�

15�

29�

13�

27

曜日�

水�

水�

水�

水�

水�

水�

水�

月�

１�

�

２�

�

３�

日�

10�

24�

７�

21�

７�

21

曜日�

水�

水�

水�

水�

水�

水�
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第23回別海町
少年少女読書感想文
コンクール入賞者

〔小学１年生〕最優秀賞／村山原野（別海中央）、優
秀賞／寺井紀恵（別海中央）・森友佑（豊原）・田
中拓弥（美原）、佳作／濱野将弘（中春別）・関口
世菜（美原）沼山森生（別海中央）
〔小学２年生〕最優秀賞／高橋史也（中春別）、優秀
賞／佐々木舞子（中春別）・古川千尋（西春別）・
中山千歌（別海中央）、佳作／山本麻冬（野付）・
猿谷彩佳（中春別）・寺井美紗都（美原）
〔小学３年生〕最優秀賞／道又祥子（別海中央）、優
秀賞／新濱未来（野付）・庄崎沙耶（別海中央）、
佳作／上林明日香（野付）・真部更紗（中春別）・
島崎優斗（中春別）・中西研人（中春別）
〔小学４年生〕最優秀賞／佐竹まどか（中春別）、優
秀賞／高橋直也（中春別）・兼松彩子（西春別）・
坂下貴宏（野付）・中山比加里（別海中央）、佳作／
塩谷大（西春別）・鈴木花（野付）
〔小学５年生〕最優秀賞／平井佑樹（中春別）、優秀
賞／遠藤なつみ（中春別）・森田智也（中春別）・
太田絵理（別海中央）、佳作／市川大志（西春別）・
北浦藍（美原）・宮越真奈（別海中央）
〔小学６年生〕最優秀賞／小湊麻美（中春別）、優秀

賞／金子鈴（豊原）・久保絢子（豊原）・塚本麻美
（別海中央）、佳作／松尾萌（別海中央）・丹治むつ
み（西春別）・友貞仁志（中春別）
〔中学１年生〕最優秀賞／中村さやか（上西春別）、
優秀賞／宮越奈帆（別海中央）・奥山優雅（中春別）・
塩谷珠絵（西春別）、佳作／森本紗佑里（別海中央）・
平井宏樹（中春別）・合田有希（上西春別）
〔中学２年生〕最優秀賞／木村麻美（上西春別）、優
秀賞／岡部睦美（上西春別）・井上くみ子（中春別）・
岡田樹理（西春別）、佳作／松田結花（別海中央）・
兼松和子（西春別）・小坂碧（上西春別）
〔中学３年生〕最優秀賞／天田奈津子（別海中央）、
優秀賞／鈴木明日香（別海中央）・伊勢望（野付）・
宮武知美（上春別）、佳作／中元恵里（別海中央）・
小野沙緒里（中春別）・市川聖母（西春別）

第11回別海町読書感想文
コンクール入賞者

〔高校生の部〕最優秀賞／該当者なし、優秀賞／佐
藤亜希子（別海高校３年）・井関亜紀（同）・佐藤
剛（同）・佐藤広美（同）
〔一般の部〕最優秀賞／該当者なし、優秀賞／青柳
主計（別海旭町）・畑中稔（別海緑町）・村山保（尾
岱沼）・村山裕子（別海）・松浦賢一（別海緑町）・
渡邊佳（別海旭町）

図書館
通信

かけて安心・楽しくスポーツ
スポーツ安全保険に加入をY

スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・奉仕活動
などを行う、５人以上のグループを対象とし、往復
途上も含めた活動中の傷害事故及び賠償責任を負う
事故を補償するものです。
万一の事故に備えて是非加入しましょう。

◇１人あたりの掛金（年額）
¡中学生以下のグループ　450円
¡成人の文化・奉仕・地域活動　450円
¡老人クラブ団体　800円
¡成人のスポーツ団体　1,400円

◇保険期間
¡毎年４月１日～翌年３月31日まで

◇加入受付
¡３月１日から随時行います。

◇問合せ先
¡総合スポーツセンター　1５－２８８２

温水プールを再開します

冬期間休館していた温水プールを、つぎのとおり
一般開放いたします。多くの皆さんのご利用をお待
ちしております。
◇開放するプール

¡町民・西春別・尾岱沼の各温泉プール
◇開放期間

¡３月15日～12月15日（月曜は休館日）
◆きまりを守り、安全な利用にご協力下さい。
◇問合せ先

¡総合スポーツセンター
1５－２８８２
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おめでた・おくやみ�
（１月1日から１月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u田中　瑞希ちゃん（女）正　義（西　春　別）�
　u大森　　匠ちゃん（男）　功　（別　　　海）�
　u岡安　一平ちゃん（男）淳　一（奥　　　行）�
　u小西　歩美ちゃん（女）良　久（上　春　別）�
　u奥田　温美ちゃん（女）正　博（尾　岱　沼）�
　u藤原　怜愛ちゃん（男）正　明（西春別駅前）�
　u入江夏也乃ちゃん（女）正　利（本　別　海）�
　u岩口　智祐ちゃん（男）裕　昭（別　　　海）�
　u　木　美咲ちゃん（女）孝　行（西　春　別）�
　u小川　森護ちゃん（男）幸　弘（尾　岱　沼）�
　u福澤　辰亮ちゃん（男）哲　也（別　　　海）�
　u上田　咲蘭ちゃん（女）泰　治（豊　　　原）�
　u前嶋　玲衣ちゃん（女）敏　浩（上　春　別）�
　u本田　瑛暉ちゃん（男）英　雄（本　　　別）�
　u上神　美幸ちゃん（女）聡　史（美　　　原）�
　u笹原　加穂ちゃん（女）伸　夫（中　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u近藤　裕幸・畠　由希子さん　（別　　　海）�
　u山崎　泰秀・須郷　リエさん　（尾　岱　沼）�
　u佐竹　直紀・熊谷　麻子さん　（別　　　海）�
　u山中　　司・石田　　環さん　（別　　　海）�
　u落合　繁郎・b岩真奈美さん　（尾　岱　沼）�
　u菊地　　晃・村上　伸子さん　（走　古　丹）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s岡田小太郎さん　（９５歳）　（西　春　別）�
　s今井ヨウ子さん　（６８歳）　（泉　　　川）�
　s水沼　ミヨさん　（７３歳）　（大　　　成）�
　s若山　シゲさん　（８３歳）　（尾　岱　沼）�
　s山倉　　久さん　（７８歳）　（尾　岱　沼）�
　s田村　茂治さん　（６２歳）　（床　　　丹）�
　s金田　　智さん　（４８歳）　（西春別駅前）�
　s木嶋ツルイさん　（８７歳）　（別　　　海）�
　s吉川ヤエ子さん　（６８歳）　（泉　　　川）�
　s高木　正信さん　（４６歳）　（尾　岱　沼）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

さ
く
ら
め
ー
る
発
売
中

郵
便
局
で
は
、
平
成
十
二
年
用
春
の

絵
柄
付
郵
便
葉
書
（
愛
称
「
さ
く
ら
め

ー
る
」）を
発
売
中
で
す
。
売
価
は
五
十

円
で
春
ら
し
い
絵
柄
三
種
類
の
中
か
ら

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
入
学
、
卒
業
、

就
職
等
の
お
祝
い
状
や
あ
い
さ
つ
状
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

転
居
届
け
は
郵
便
局
に
も

三
月
、
四
月
は
お
引
っ
越
し
の
時
期

で
も
あ
り
ま
す
が
、
転
居
さ
れ
る
と
き

は
、
市
・
区
役
所
、
町
・
村
役
場
な
ど

へ
の
届
け
出
に
あ
わ
せ
て
、
郵
便
局
に

も
「
転
居
届
」
を
必
ず
お
出
し
く
だ
さ

い
。
一
年
間
は
、
旧
住
所
あ
て
の
郵
便

物
を
新
し
い
住
所
に
無
料
で
転
送
い
た

し
ま
す
。

窓
口
以
外
で
の
預
け
入
れ
の
と
き

は
受
領
証
の
お
受
け
取
り
を

郵
便
局
の
派
遣
員
が
、
お
勤
め
先
や

ご
自
宅
に
伺
っ
て
、
お
客
さ
ま
か
ら
貯

金
の
預
け
入
れ
な
ど
の
ご
依
頼
を
受
け

る
と
き
は
、
通
帳
・
証
書
や
預
入
金
と

引
き
か
え
に
必
ず
「
預
り
証
」
ま
た
は

「
受
付
証
」を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

金
額
な
ど
を
お
確
か
め
の
う
え
必
ず
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

鯨
類
捕
獲
調
査
母
船「
日
新
丸
」の

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

◯
日
時
／
四
月
二
十
九
（
土
）
・
三
十

日
（
日
）

◯
場
所
／
釧
路
市
浜
町
地
先
（
副
港
市

場
岸
壁
）

◯
対
象
／
鯨
類
捕
獲
調
査
母
船
「
日
新

丸
」（
七
千
五
百
六
十
九
ト
ン
）、
目
視

採
集
船
「
勇
新
丸
」（
七
百
二
十
ト
ン
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
標
津
が

移
転
し
ま
す

平
成
十
二
年
三
月
二
十
七
日
（
月
）

よ
り
根
室
公
共
職
業
安
定
所
中
標
津
分

室
が
移
転
し
ま
す
。

◯
新
住
所
／
中
標
津
町
東
二
条
南
二
丁

目
一
の
一
　
中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
一
階
（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
向
か
い
）

問
い
合
わ
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
標
津

（
1
２
―
２
５
４
４
）

土
地
公
売
の
お
知
ら
せ

根
室
支
庁
で
は
、
平
成
十
二
年
三
月

十
五
日
（
水
）
に
中
標
津
保
健
所
に
お

い
て
中
標
津
町
内
の
土
地
を
公
売
し
ま

す
。

〔
公
売
物
件
〕

○
所
在
／
中
標
津
町
東
二
十
一
条
南
十

丁
目
十
七
番
地

○
地
目
／
宅
地

○
地
積
／
２
９
１
・
２
１
㎡

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課
徴
収

係
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１

内
線
２
３
６
１
・
２
３
６
２
）

森
林
組
合
か
ら

予
約
の
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

森
林
組
合
で
は
、
各
種
予
約
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

¡

補
助
造
林

¡

春
期
培
養
し
い
た
け
菌
類

¡
庭
木
、
花
木
類

¡
カ
ラ
マ
ツ
牧
柵

○
申
込
期
限
／
三
月
十
七
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
別
海
町
森
林
組
合

1
５
―
２
０
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
０
１
７
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◆
日
差
し
も
や
わ
ら
か
さ
を
増
し
て
、

日
も
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
っ
て
来
た
と

思
え
ば
二
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
去
り
、

春
が
も
う
そ
こ
ま
で
近
づ
い
て
き
て
い

ま
す
。
二
月
は
、
各
地
区
で
冬
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
ど
こ
か
へ
出
か
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

▽
今
月
は
、
卒
業
、
進
学
、
就
職
な
ど

で
何
か
と
お
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
康

管
理
に
は
充
分
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
役
所
と
い
う
の
は
利
潤
を
追
及
し
な

い
団
体
で
、
文
字
通
り
町
民
の
役
に
立

つ
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

町
だ
け
で
な
く
他
の
市
町
村
も
財
政
が

厳
し
く
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
本
紙
の
六
・
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
年
度
か
ら
地
方
分
権
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
地
方
に
権
利
が
委
ね
ら
れ
ま
す
。

教
育
の
方
も
、
学
習
指
導
要
領
が
平
成

十
四
年
度
か
ら
始
ま
り
（
広
報
二
月
号
）、

そ
の
中
で
魅
力
的
な
の
は
「
特
色
の
あ

る
学
校
づ
く
り
」。こ
れ
に
よ
り
個
性
を

生
か
す
教
育
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
は
何
も
か
も
全
て
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
人
は
○
○
を
や
れ
ば

一
番
だ
。
今
の
社
会
、
こ
れ
か
ら
の
厳

し
い
世
の
中
で
は
大
切
な
こ
と
。
自
分

に
何
が
で
き
る
の
か
問
い
か
け
る
と
考

え
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
ダ
メ
な

ん
で
す
ね
。
も
っ
と
も
っ
と
石
け
ん
を

つ
け
て
磨
か
な
く
て
は
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

迷ったら�
渡るな走るな 次を待て�

別海町の交通事故発生状況�

発生６件、死者０名、傷者10名�
前年同期比   （±０）　　　  （－２）　    　（＋５）　　 　�

（平成12年１月１日～２月23日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ．収入が不安定だったので納付を免除されていま
したが、今年は却下になりました。たしかに所得は
増えていましたが、まだ納める気になりません。ど
うしても納めないとダメでしょうか。
Ａ．保険料はぜひ納めてください。免除を取り消さ
れたということは、あなたに支払い能力があると判
断されたからです。保険料を納めないでいると、将
来受ける年金額が少なくなりますし、障害や遺族の
受給資格もなくなってしまいます。納める能力があ
るのですから、必ず納めてください。国民年金は60
歳になるまで加入することになっており、その間保
険料を納めていくことで年金世代の生活を守るとい
う相互扶助の仕組みを取っています。保険料を納め
ないと制度自体が成り立たなくなりますので、きち
んと保険料を納めて、将来年金を確かに受け取れる
ようにしてください。

社会保険事務相談所開設日
○日時／３月21日c 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
田
中
妙
さ
ん
（
泉
川
）
▽
金
田
和
子

さ
ん
（
西
春
別
駅
前
錦
町
）
▽
計
根
別

農
業
協
同
組
合
女
性
部（
計
根
別
本
通
）

▽
佐
賀
陽
一
さ
ん
（
標
津
町
）
▽
田
村

ト
ミ
子
さ
ん
（
床
丹
）
▽
安
達
広
一
さ

ん
（
尾
岱
沼
港
町
）
▽
木
嶋
勝
義
さ
ん

（
別
海
）
▽
吉
川
常
一
さ
ん（
泉
川
）
▽

吉
川
清
さ
ん
（
泉
川
）
▽
清
水
朝
子
さ

ん（
西
春
別
）
▽
高
木
み
さ
子
さ
ん（
尾

岱
沼
港
町
）
▽
加
藤
勝
彦
さ
ん
（
尾
岱

沼
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○身分／特別職国家公務員
○資格取得／大型自動車免許、航空整備士、
航空管制官、無線通信士、看護婦（士）、衛
生士、船舶免許（各種）
問い合わせ／中標津募集事務所

（1２－０１２０）

夢・挑戦、熱い青春
自衛官を募集しています
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編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,356人（－8）　男／8,655人（－2）・女／8,701人（－6）　○世帯／5,876世帯（－3）　平成12年１月31日現在�
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